
（別紙３）

～ 令和8年　2月　28日

（対象者数） 14名 （回答者数） 12名

～ 令和8年　2月　７日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

各職員が専門性や経験を活かして意見を出し合い、各利用児

の理解を深める。

2

利用児や保護者のニーズを聞き取り、活動に反映される。

3

平日に開催している座談会を土曜日にも実施するなど、保護

者がより参加しやすい実施方法を取り入れる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用者や保護者のニーズを把握し、交流の機会を検討する。

2

ホームページを活用する機会を増やし、認知度を上げる。

3

年間計画であらかじめ設定しているので、保護者に周知す

る。避難訓練の後に、各利用児の課題などを面談で個別にお

伝えする。

こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性

のある支援が受けられている。

各々の利用児に合わせて声掛けや学習支援、目標設定などを調

整している。利用児の興味に寄り添い、好きなことや得意なこ

とが発揮できる機会を増やす。

事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されてい

る。

夏祭りやクリスマス会などの季節行事、季節感を取り入れた制

作活動、夏季のプール遊びなど、年間を通して季節感を取り入

れた活動を実施している。

週毎に様々なテーマで集団SSTに取り組んでいる。

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・

トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機

会等が行われている。

小学生の保護者向けの座談会を開催し、学び合える場を設けて

いる。

保護者同士が交流できる機会があり、近い立場で情報共有や共

感し合える場となっている。

事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その

他必要な訓練を行っているが、保護者との共有が不十分。

年2回、全員が避難訓練に参加しているが、連絡ノートで活動

内容をお知らせするのみで、詳細が伝わりにくい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会が少ない。

地域の小学校に通いながら当事業所を利用する利用児が多いた

め、交流自体のニーズが低い。

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこども

や保護者に対して発信しているが、あまり認知されていない。

毎年の自己評価の結果や、イベント案内をホームページで発信

しているが、認知度が低い。お知らせのプリントを配布してい

るので、ホームページを確認する必然性が低い。

令和８年　２月　２日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　５月　１9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 LEOPARD

○保護者評価実施期間
令和８年　２月　２日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


